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（３） 固形燃料利用による排出量の縮減（場外利用）  

汚泥燃料化施設で固形燃料を石炭代替等で使用した場合，利用先における温室効果ガスの排

出量の縮減効果が見込める。 

 

① 汚泥燃料利用時のエネルギー算出方法 

汚泥燃料の発熱量を表資料 2-12に示す。発熱量原単位に表資料 2-5 固形燃料生成率原単

位 を乗じて汚泥燃料利用時のエネルギー代替効果を試算する。 

 

表資料 2-12 汚泥燃料と石炭の発熱量 

項目 単位 汚泥種類 原単位 出典 

汚泥燃料 MJ/kg-wet 

未消化汚泥 16.7 

※ 消化汚泥 13.8 

石炭 GJ/t - 28 

   ※ 「下水汚泥エネルギー化ガイドライン（案）」国土交通省（平成23年） 

 

 ② 石炭代替効果の試算方法 

  石炭代替効果の試算方法を以下に示す。また，石炭の排出係数を表資料 2-13に示す。 

 

 

温室効果ガスの縮減量（t-CO2/年）  

＝－燃料製造量(t/年)×燃料のエネルギー(GJ/t-wet)  

 /石炭のエネルギー(GJ/t)×排出係数(kg-CO2/kg) 

 

表資料 2-13 石炭の排出係数 

項目 単位 排出係数 出典 

石炭 t-CO2/t 2.41 ※ 

   ※ 「下水汚泥エネルギー化ガイドライン（案）」国土交通省（平成23年） 

 

（４） 処理設備の建設・解体・廃棄に伴う温室効果ガス排出量 

建設段階，解体・廃棄段階の温室効果ガス排出量については，「下水道における LCA 適用の考

え方（平成22年2月 国土交通省国土技術政策総合研究所）」の終末処理場における環境負荷量

（LC-CO2）の算定事例から，建設段階 19.3%，供用段階 80.2%，解体・廃棄 0.5%の比率で換算し

算出した。 

  



(GJ/ )

(kWh/ )× (MJ/kWh)/1000  

A

A (GJ/ )

A (kL/ )× (MJ/L) 

GJ/ (t/ )× (GJ/t-wet)













× × × ×
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2.3 費用関数・原単位の整理 

2.3.1 建設費の費用関数 

実証施設における実績および DS７ t/日処理規模における試算から求めた建設費の費用関数を

表資料 2-23 に示す。乾燥設備を導入せずに脱水汚泥のまま外部搬出するケースを想定し，乾燥

設備抜きの費用関数も作成した。なお，建設年価換算に当たり，「バイオソリッド利活用基本計画

策定マニュアル」（平成16年3月国土交通省都市・地域整備局（社）日本下水道協会）の計算例

に基づき以下の係数を乗じて算出した。耐用年数は表資料 2-3を用いた。 

 

建設費年価＝建設費×i(1+ i)n／{(1+ i)n－1} 

i：利子率2.3%，n：耐用年数  

 

表資料 2-23 建設費の費用関数 

  建設費（百万円） 建設年価（百万円） 

革新技術 

機械設備 353.2  Dd0.591  22.2  Dd0.591 

電気設備 108.3  Dd0.244  6.82  Dd0.244 

土木設備 95.15 Dd0.507  3.42  Dd0.507 

合計 548.4 Dd0.532  31.6  Dd0.542 

革新技術 

（乾燥設備を除く） 

機械設備 323.8  Dd0.598 20.4  Dd0598 

電気設備  99.3  Dd0.250  6.25  Dd0.250 

土木設備  90.9  Dd0.515  3.27  Dd0.515 

合計 506.5  Dd0.539 29.3 Dd0.543 

 

2.3.2 維持管理費の費用関数 

実証施設における実績および DS７ t/日処理規模における試算から求めた維持管理費に関連す

る費用関数を本編§21「導入コストの算定」に記載している。維持管理費の費用関数を表資料 

2-24に示す。製造する固形燃料の引渡場所，乾燥設備を設置しない場合，脱水汚泥のままの流通

も考慮した。 

表資料 2-24 維持管理費の費用関数 

  維持管理費 （百万円/年） 

燃料運搬込み 43.20 Dd0.576 

燃料運搬を除く 43.05 Dd0.563 

乾燥設備を除く 39.03 Dd0.592 

脱水汚泥運搬、乾燥設備を除く 38.41 Dd0.575 




























